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最近の業績動向を踏まえ、平成 20年5月9日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。

(金額の単位：百万円)

1． 平成21年3月期第2四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成20年4月1日 ～ 平成20年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり四半

期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

34,000 300 300 100 1.73
今回修正予想(Ｂ) 30,400 △ 700 △ 730 △ 580 △ 10.06
増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,600 △ 1,000 △ 1,030 △ 680 －
増減率（%） △ 10.6 - - - －
（ご参考）前期第2四半期実績
（平成20年 3月期第2四半期）

34,984 1,998 1,978 1,025 17.77

2． 平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日 ～ 平成21年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期

純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

82,000 5,000 4,900 2,500 43.35
今回修正予想(Ｂ) 72,000 2,500 2,500 1,400 24.28
増減額(Ｂ－Ａ) △ 10,000 △ 2,500 △ 2,400 △ 1,100 －
増減率（%） △ 12.2 △ 50.0 △ 49.0 △ 44.0 －
（ご参考）前期実績
（平成20年 3月期）

73,592 3,915 3,873 2,459 42.64

3． 平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日 ～ 平成20年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり四半

期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

23,500 △ 620 0 0 0.00
今回修正予想(Ｂ) 21,140 △ 1,700 △ 1,000 △ 460 △ 7.98
増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,360 △ 1,080 △ 1,000 △ 460 －
増減率（%） △ 10.0 - - - －
（ご参考）前期第2四半期実績
（平成20年 3月期第2四半期）

24,995 697 1,223 887 15.38

4． 平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日 ～ 平成21年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期

純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

62,000 2,000 2,600 1,600 27.75
今回修正予想(Ｂ) 53,000 200 850 600 10.41
増減額(Ｂ－Ａ) △ 9,000 △ 1,800 △ 1,750 △ 1,000 －
増減率（%） △ 14.5 △ 90.0 △ 67.3 △ 62.5 －
（ご参考）前期実績
（平成20年 3月期）

52,106 1,246 1,848 1,375 23.84
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5． 修正の理由

※業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
   様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　　上

（第2四半期累計期間）

　第2四半期累計期間におきましては、米国に端を発する世界的な景気の減速を背景に、当社グループの主要顧客である電子・

一般産業とも設備投資の減少や設備稼働率の低下などの影響により、業績の悪化が見込まれることから連結及び個別の業績

予想を修正いたします。

　連結及び個別の売上高につきましては、大型水処理装置・メンテナンスを中心に、設備投資の減少、設備稼働率の低下等の

影響により売上が減少したことに加え、電子産業関連の大型案件において投資計画の延期が発生したことにより、当初予想を

下回る見込みです。

　また、売上の減少に加え、受注競争の激化や資材価格の高止まり等の影響によって大型水処理装置の採算が悪化したことな

どにより、連結及び個別の営業利益、経常利益、四半期純利益についても当初予想を下回る見込みです。

（通期）

　このような状況のもと、当社グループは装置のコストダウンや原価管理の徹底、生産性の向上、固定費の削減等、各種の収益

改善策に取り組んで参ります。しかしながら、半導体・液晶をはじめとする電子産業関連の先行きが依然として不透明であること

など懸念材料も多いことから、連結及び個別の通期業績予想につきましても、当初予想した売上高、営業利益、経常利益、当期

純利益を下方修正いたします。
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